
次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

高齢者福祉の推進

シニアクラブ活動助成事業

シニアクラブ活動助成事業

生きがいづくりの機会と社会参加の促進

 5月　元気わくわくスポーツ大会【市主催】
 9月　茨城県老人クラブ大会【県主催】
 9月　文化交流会（健康マージャン大会）【連合会主催】
10月　茨城県ねんりんスポーツ大会【県主催】
10月　シニアスポーツ大会【市主催】
 1月　詐欺被害防止対策研修会【連合会主催】
 2月　視察研修会【連合会主催】
 3月　文化交流会（健康マージャン大会）【連合会主催】

随時
　役員会，単位シニアクラブ会長会議
　他課主催の各種研修会
　茨城県老人クラブ連合会主催の各種会議
　各単位シニアクラブにおける会員増強活動

　昭和38年施行の老人福祉法に基づき、老人福祉を増進するための事
業を行うものとして、老人クラブ（現在の守谷市では「シニアクラブ
」）の支援を開始。シニアクラブは地域を基盤とする高齢者の自主的
な組織であり、国の老人クラブ活動等事業実施要綱に基づき、市は単
位シニアクラブ、市シニアクラブ連合会及び県老連と連携を図るとと
もにシニアクラブ等に対する支援に努め、必要に応じて助言、指導を
行う。

□増加

□維持

□削減

①シニアクラブ会員数が増加しない。
②新規シニアクラブが発足されない。

　　  年度～

①会員数を増やすために各種事業終了後，アンケートを実施し，ニー
ズに合った事業を展開する。
②新クラブ発足に対する助言・指導及び啓発発動
その他として，
・市主催事業の企画・開催（元気わくわくスポーツ大会，シニアスポ
ーツ大会）
・連合会主催事業の企画・開催・援助（視察研修会，詐欺被害防止対
策研修会）
・連合会のクラブから企画された事業に対する助言・援助（健康マー
ジャン大会）

01-030103-02 補助
老人福祉法、老人クラブ活動等事業実施要綱、老人クラブ等事

業運営要綱、守谷市シニアクラブ助成事業補助金交付要綱

　市シニアクラブ連合会及び単位シニアクラブの活動をより一層活性
化し、高齢者の生きがいや健康づくりを推進する。

補助事業

　市では、市シニアクラブ連合会及び単位シニアクラブへの補助金支
給を行うと共に、スポーツ大会、文化交流会、研修会、その他生きが
い事業や健康づくり事業などの企画及び実施を支援する。

令和 3年度

　仕事や趣味、スポーツ等の生きがいをもち、地域活動等に参加する
高齢者を増やす。

法定＋任意

健幸長寿課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

     820.00      903.00      956.00      987.00      983.00    1,060.00    1,032.00

     614.00      674.00      593.00      600.00        0.00      220.00      200.00

       6,835        3,188        4,152        3,023        3,023

シニアクラブ活動助成事業

         478

           0

           0            0            0            0            0

       1,967        1,523        1,883        2,267

         277

       2,267

         474          756          756

           0            0            0            0

       2,445        1,800        2,357        3,023        3,023

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、連合会事業及び単位ク
ラブの活動に中止や制限が発生した。しかし、各単位クラブでは感染
対策に留意し活動内容を工夫することで、随時活動再開となった。ま
た、市の支援として、感染対策のための消耗品配付等を行った。

・会議開催（４回、書面協議２回）

■向上

□横ばい

□低下

■拡大

□縮小

□維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       4,390        1,388        1,795            0            0

   1,070.00      343.00      464.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　シニアクラブの会報誌の作成等の周知啓発を行い、会員数の増加及び高齢者の社会参加と生きがいづ
くりを推進する。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　新規１クラブの設立もあり、連合会会員数は増加した。感染対策を実施し、シニアスポーツ大会を２
年ぶりに開催した。また、連合会会報誌を創刊するなど、単位クラブ相互の情報交換を促進し、活動の
再開や新たな取り組みのきっかけづくりを行った。単位クラブにおいても、感染対策に工夫して活動を
再開している。

シニアクラブ会員数（人）

スポーツ大会参加者数（人）

　前年度に引続き、感染症拡大の影響による事業中止はあったが、シ
ニアスポーツ大会を感染対策を行い実施した。また、連合会会報誌の
制作委員会を立ち上げ、創刊号を発行し、単位クラブの活動再開のき
っかけづくりを行った。

・会議開催（全体２回、役員会３回）
・連合会会報誌創刊
・シニアスポーツ大会（会員220名参加）

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

高齢者福祉の推進

敬老祝金支給事業

敬老祝金支給事業

生きがいづくりの機会と社会参加の促進

高齢者数の推移や社会情勢等を注視し，随時見直すこととする。

（参考）
・H27：550人／2,795千円（77歳を対象に含む）
・H28：204人／1,120千円（以後，77歳を対象に含まず）
・H29：213人／1,160千円
・H30：228人／1,255千円
・R1 ：232人／1,295千円

　老人福祉法第5条の規定において、老人週間（9月15日～21日）にお
いて、敬老意識の高揚と高齢福祉に対する理解を促すことが推奨され
ている。

□増加

□維持

□削減

これまでに支給対象者の基準（77歳廃止）や支給金額を見直してきた
が，高齢者数は増加が見込まれ，それに伴い財政負担が増加する。

昭和43年度～

長寿を祝福することを目的とした事業であり，当面は現在の対象者及
び1人当たりの支給金額を維持する。

01-030103-06 単独

　高齢の節目を迎えた方が長寿の喜びを感じ、一層生きがいを持って
生活ができることを期待する。

　高齢者に敬意を表し長寿をたたえるため、人生の節目にあたる年齢
時に祝金を支給する。

（対象年齢：金額）
　88・99歳 ： 5,000円
　100歳以上：10,000円

令和 3年度

　仕事や趣味、スポーツ等の生きがいを持ち、地域活動等に参加する
高齢者を増やす。

任意的事務

健幸長寿課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

     549.00      213.00      228.00      232.00      258.00      233.00      290.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

       1,664        1,935        2,012        1,999        1,999

敬老祝金支給事業

           0

           0

           0            0            0            0            0

       1,299        1,482        1,416        1,999

           0

       1,999

           0            0            0

           0            0            0            0

       1,299        1,482        1,416        1,999        1,999

振込による支給を行った。100歳の方の一部については、市長による表
敬訪問の際に贈呈。
（支給実績）
　　　８８歳：２０１人／２０５人
　　　９９歳：　２１人／　２２人
　　１００歳：　２０人／　２０人
１０１歳以上：　１６人／　１７人
　　　　合計：２５８人／２６４人（６人は死亡・辞退等）

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         365          453          596            0            0

      89.00      112.00      154.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　平均寿命の伸びに伴い、支給対象者及び支給額の増加が見込まれるが、長寿を祝福する事業であるた
め継続していく。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　原則、年齢要件に該当する全員に祝金を支給する。

支給人数（人）

振込による支給を行った。100歳の方の一部については、市長による表
敬訪問の際に贈呈。
（支給実績）
　　　８８歳：１６６人／１６８人
　　　９９歳：　２１人／　２１人
　　１００歳：　１８人／　１８人
１０１歳以上：　２８人／　２８人
　　　　合計：２３３人／２３５人（２人は死亡）

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

高齢者福祉の推進

高年齢者就業機会確保事業

高年齢者就業機会確保事業

生きがいづくりの機会と社会参加の促進

随時
　事務局との定期的な意見交換の場を設け，センターの事業状況把握
と，運営への助言指導に努めていく。

　高年齢者等の雇用の安定等に関する法律において、「国や地方公共
団体は、実情に応じて必要な援助，雇用の機会や就業の機会の確保等
を図るために必要な施策を推進するように努めなければならない。」
と定められている。

□増加

□維持

□削減

　シルバー人材センターの健全運営と会員の就業機会確保のために，
センターの就業先拡大やサービス拡充が課題となっている。
　会員の高齢化により顧客の注文を受けられない状況とならないため
に会員を安定して確保することが課題となっている。

平成16年度～

　センターのＰＲに努め，事業利用の促進を図る。
　会員獲得のための入会相談会の実施及び未就業会員に対する公平で
適正な就業の確保を図る。
　就業会員に対する業務中の作業手順をはじめとする安全ルールの徹
底，法令順守及びコミュニケーションの向上を図る。

01-030103-08 補助
高年齢者等の雇用の安定等に関する法律

守谷市高年齢者就業機会確保事業費等補助金交付要綱

　シルバー人材センターは、60歳以上の高齢者の労働能力や技能を活
用し、地域社会に密着した短期的な就業の機会を提供している。シル
バー人材センター事業の円滑な推進により、高年齢者の健康で生きが
いのある生活の実現と、地域社会への参加を図る。また、介護保険総
合事業への参入を予定し、その体制づくりを進め更なる就業機会の確
保に努める。

補助事業

　シルバー人材センターの事業運営に要する一部費用を補助金として
交付する。

令和 3年度

　仕事や趣味、スポーツ等の生きがいをもつ高齢者を増やす。地域活
動などに参加する高齢者を増やす。

法定事務

健幸長寿課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

  42,924.00   39,282.00   37,902.00   36,370.00   33,394.00   32,870.00   43,000.00

     355.00      327.00      306.00      285.00      273.00      280.00      360.00

       3,211        3,359        3,518        3,100        3,100

高年齢者就業機会確保事業

           0

           0

           0            0            0            0            0

       3,100        3,100        3,100        3,100

           0

       3,100

           0            0            0

           0            0            0            0

       3,100        3,100        3,100        3,100        3,100

　高齢者の就労機会の確保のためシルバー人材センターへの支援を継
続する。
　就業会員に対する業務中の作業手順をはじめとする安全ルールの徹
底、法令順守及びコミュニケーションの向上を図った。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         111          259          418            0            0

      27.00       64.00      108.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　継続的な支援をすることにより、健全なセンター運営を維持し、高齢者の生きがい及び社会参加の場
の確保を図る。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　一般企業等における定年の引き上げ及び継続雇用制度の導入等から、高齢者の雇用が促進されている
状況の中、新規の入会者数は横ばい傾向である。

就業延人数（人）

就業実人数（人）

　高齢者の就労機会の確保のためシルバー人材センターへの支援を継
続する。
　就業時の安全対策については、年度内の落下事故ゼロなど一定の成
果が認められる。しかし、就業者の高齢化が進む中、より一層の安全
管理を求めていく。

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

高齢者福祉の推進

サロン活動支援事業

サロン活動支援事業

生きがいづくりの機会と社会参加の促進

（令和元年度）
12～3月　要綱策定
3月　運営ボランティア会議
　　　・来年度運営方針（要綱を前提とした方針の提示）
（令和２年度）
時期未定　ボランティア向け研修
随時
・予定表や掲示物等の作成支援
・消耗品やお茶等の購入及び配布
・まちづくり協議会等との連携

　平成１２年度、高齢者の孤立や引きこもりを防ぐことを目的に、自
宅から歩いて行ける場所に介護予防拠点としてサロンを開設した。

□増加

□維持

□削減

①令和２年度に掛けて，活動場所が使用不能になる団体あり。
　（御所ケ丘小学校１団体，郷州小学校１団体）
②小規模サロンにおける参加者の固定化，減少
③運営ボランティアの高齢化，後継者の不在
④視察研修の費用対効果

平成12年度～

①工事担当課と調整し閉鎖期間を限定。また，閉鎖前後の活動に支障
のないように配慮する。
②③開設から長期間経過しているサロンも多く，様々な問題が発生し
ている。まちづくり協議会等との連携も視野に入れ，要綱を策定し，
今後の事業運営方針を定める。
④レクリエーションの要素の強いものではなく，上記の諸課題の解決
に繋がる研修として見直しを行う。（運営ボランティア向けに，先進
事例やサロン参加者に周知すべき情報を提供する場とする。）

01-030103-13 単独

　高齢者の社会参加の促進と生きがいづくりを目的とするもの。高齢
者が地域において趣味活動や仲間との交流をすることにより、住み慣
れた地域でいつまでも生き生きと暮らせる社会を目指す。

事業協力

　地区公民館等を会場として、健康づくりのための体操・趣味活動・
茶話会等を行い、地域社会での高齢者同士のつながりを深める。なお
、サロンは、参加者を兼ねたボランティアにより自主運営で実施され
ている。市では、サロン活動に必要となる消耗品や備品の提供や会場
の手配等を行っている。

令和 3年度

　高齢者が仕事や趣味、スポーツ等の生きがいを持ち、地域活動等に
参加する機会を増やす。

任意的事務

健幸長寿課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

     781.00    1,228.00    1,255.00    1,300.00      830.00      850.00    1,300.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

       1,606        2,385        1,289          812          812

サロン活動支援事業

           0

           0

           0            0            0            0            0

         679          410          477          812

           0

         812

           0            0            0

           0            0            0            0

         679          410          477          812          812

　新型コロナ感染が拡大する中で活動の休止・縮小、県のステージの
状況からサロン再開などを通年指示。緊急事態宣言解除後（６月）に
運営ボランティア会議を開催し、感染対策に留意しながらの活動指針
を提示。消毒液などの消耗品の提供による側面支援も実施した。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

□維持

■改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         927        1,975          812            0            0

     226.00      488.00      210.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　活動再開をしたサロンも以前より参加人数が少なくなっている傾向があるため、足が遠のいている参
加者が戻るきっかけづくり、新たな参加者への情報提供、また安心して参加できる環境づくり（感染症
対策の消耗品の提供など）等の支援を継続していく。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　新型コロナウイルス感染症の拡大及び緊急事態宣言の発出等に伴う活動休止期間もあったが、出前講
座など再開のきっかけを提供し、施設の貸出中止等の事情を抱えるサロン以外は、順次活動を再開した
。

参加人数（人）

　前年に引続き、新型コロナウイルス感染症の拡大時には活動休止を
余儀なくされたが、出前講座やDKエルダー（音楽や映像を使ったコン
テンツで介護予防を行う機器）等の利用促進により、活動再開のきっ
かけを提供した。

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

健やかに暮らせるまち

高齢者福祉の推進

地区敬老行事助成事業

地区敬老行事助成事業

生きがいづくりの機会と社会参加の促進

8月～　各地区から助成金交付申請を受付，交付決定
10～11月　各地区において敬老行事実施
11～12月　各地区から実績報告，精算
～3月　まちづくり協議会の設立状況に応じて，翌年度の対象地域を決
定。

随時
・各地区からの実施における相談への対応
・未実施地域（Ｄブロック）への実施に向けた支援

　老人福祉法第5条第3項（老人週間において老人の団体その他の者に
よってその趣旨にふさわしい行事が実施されるよう奨励しなければな
らない）に基づき、市主催による敬老会を実施してきたが、平成29年
度から各地区で実施される敬老行事へ助成金を交付する事業へと移行
した。

□増加

□維持

□削減

令和元年度は，まちづくり協議会が立ち上がっていない守谷地区５ブ
ロック（Ａ～Ｅ）が本事業の対象実施団体となっている。うち４団体
から助成金交付申請があり，行事を実施したことにより，地域のつな
がりづくりや世代間交流を促進できた。一方，Ｄブロックは申請がな
く地区敬老行事は実施されなかった。実施のない地域での開催，行事
に参加できない敬老対象者への対応が課題である。

平成29年度～令和 3年度

市民協働推進課等と連携し，未実施地域への実施に向けた支援につい
て検討する。

01-030103-20 単独
守谷市地区敬老行事助成金交付要綱

　多年に渡り地域社会に貢献してきた高齢者を敬い、高齢者と地域と
のつながりづくりや世代間交流による絆づくりに寄与するもの。

補助事業

　各地区の実情に応じて開催される、高齢者（75歳以上）を敬いその
長寿を祝う行事、かつ、高齢者と地域住民との交流を深める行事を実
施する団体に対して助成金を交付する。なお、まちづくり協議会が設
立された地区については、まちづくり協議会活動支援交付金により対
応する。

令和 3年度

　仕事や趣味、スポーツ等の生きがいをもつ高齢者を増やす。
また、地域活動などに参加する高齢者も増やす。

任意的事務

健幸長寿課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

       0.00       18.00       12.00        4.00        0.00        0.00        0.00

       0.00      836.00      978.00      849.00        0.00        0.00        0.00

         951           81           23            0            0

地区敬老行事助成事業

           0

           0

         811            0            0            0            0

           0            0            0            0

           0

           0

           0            0            0

           0            0            0            0

         811            0            0            0            0

　まちづくり協議会が設立されていない守谷地区Ｄブロックで開催す
る地区敬老行事分として予算確保していたが、感染症拡大の影響によ
り実施されなかった。

□向上

□横ばい

■低下

□拡大

□縮小

□維持

□改善・効率化

□統合

■廃止・終了

         140           81           23            0            0

      34.00       20.00        6.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

対象となる地区がなくなったため、当事業は廃止となる。
なお、まちづくり協議会での敬老行事等については、まちづくり協議会活動支援交付金より対応する。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　まちづくり協議会が設立されていない守谷地区Ｄブッロク地域福祉活動計画実行委員会のみが本事業
の対象であったが、組織が解散となった。

敬老行事開催団体数

７５歳以上の参加者数

　市民協働推進課（まちづくり協議会）と連携し、敬老行事開催に当
たっては、1,000円×170人＝170,000円を予算確保し、状況に合わせて
執行できる体制を整備した。

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）


